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効果的な家庭訪問指導を目的とした訪間指導時期の検討

出産後～12週 までの母親の育児不安軽減の観点から一

橋本 美幸,江守 陽子

〔論文要旨〕

本研究では,効果的な家庭訪間の実施を目的とし,育児不安軽減の観点から家庭訪間の適切な時期に

ついて検討した。母親の不安とその要因と考えられる育児に関する心配事について,出産後～12週の 4

時点で縦断的に調査した。その結果,初産と経産の母親の不安と心配事の高い時期は異なっており,家

庭訪間の時期を別々に考えていく必要性が示唆された。家庭訪間の最適な時期は,初産の母親は,新生

児早期と1か月健診後の乳児期早期であり,経産の母親は, 1か 月健診前後から7週頃であつた。ただ

し,経産でも母乳や乳房に関して心配や不安を感じている場合は,母乳栄養継続のためには,新生児早

期における家庭訪間が特に必要であることが示唆された。                   ―
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肯定的な評価 は得 られているが
4～0,訪

間の時
I.は じ め に

期や指導内容等の具体的なプログラムが標準化

出産後の早い時期における専門職による育児   されているわけではない。母親の家庭訪間を希
支援サービスの 1つ として新生児訪問指導 (以   望する時期についてのアンケー ト調査では, 1
下,家庭訪間と記す)があり,平成 7年から各   か月健診後に家庭訪間を希望する母親が多かっ
市町村が主体 となり実施 し,母親に対する育児   た とい う結果 と7,0,退 院後 2週間以内に家庭
不安の解消等の新たな役割を担いつつある。し   訪間を希望する母親が多かったという2つの結
かし,マ ンパワー不足,看護職者の専門的知識   果が示されているの。母親の育児不安研究では,
の不足,訪問委託機関の不足などを理由に,家   さまざまな尺度を使用し不安を量的に測定して
庭訪間の実施率は低迷している

1～の。 いる報告も多く,不安が高くなるのは出産後～

これらの解決策としては,人材の補給や予算   3か 月であり,中でも産後 1か月が最も高くな
の追加などの改善が望まれるが,現状として予   る時期であるといわれているЮ.D。

算を伴う早急な改善は難しいと考えられる。し 以上の育児不安の要因を大 きく分類すると

たがって,各市町村における限られた資源の中   1)子 ども慣1の要因 (児の発育,身体的症状な
で,家庭訪間をより効果的なものとしていくた   ど),2)母親側の要因 (母親の気質的問題,自
めの方策が必要であろう。 尊感情など),3)社会的な要因 (家族 。地域の

育児不安軽減の観点から,家庭訪間に対する   サポートカなど),4)母親の育児力 (育児技術 ,
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効果的な家庭訪問指導を目的とした訪問指導時期の検討

一出産後～12週までの母親の育児不安軽減の観点から一

橋本　美幸，江守　陽子

〔論文要旨〕

　本研究では，効果的な家庭訪問の実施を目的とし，育児不安軽減の観点から家庭訪問の適切な時期に

ついて検討した。母親の不安とその要因と考えられる育児に関する心配事について，出産後～12週の4

時点で縦断的に調査した。その結果，初産と経産の母親の不安と心配事の高い時期は異なっており，家

庭訪問の時期を別々に考えていく必要性が示唆された。家庭訪問の最適な時期は，初産の母親は，新生

児早期と1か月健診後の乳児期早期であり，経産の母親は，1か月健診前後から7週頃であった。ただ

しe経産でも母乳や乳房に関して心配や不安を感じている場合は，母乳栄養継続のためには，新生児早

期における家庭訪問が特に必要であることが示唆された。　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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1．はじめに

　出産後の早い時期における専門職による育児

支援サービスの1つとして新生児訪問指導（以

下，家庭訪問と記す）があり，平成7年から各

市町村が主体となり実施し，母親に対する育児

不安の解消等の新たな役割を担いつつある。し

かし，マンパワー不足，看護職者の専門的知識

の不足．訪問委託機関の不足などを理由に，家

庭訪問の実施率は低迷している1’一3），

　これらの解決策としては，人材の補給や予算

の追加などの改善が望まれるが，現状として予

算を伴う早急な改善は難しいと考えられる。し

たがって，各市町村における限られた資源の中

で，家庭訪問をより効果的なものとしていくた

めの方策が必要であ．ろう。

　育児不安軽減の観点から，家庭訪問に対する

肯定的な評価は得られているが些～6），訪問の時

期や指導内容等の具体的なプログラムが標準化

されているわけではない。母親の家庭訪問を希

望する時期についてのアンケート調査では，1

か月健診後に家庭訪問を希望する母親が多かっ

たという結果と7・　8），退院後2週間以内に家庭

訪問を希望する母親が多かったという2つの結

果が示されている9）。母親の育児不安研究では，

さまざまな尺度を使用し不安を量的に測定して

いる報告も多く，不安が高くなるのは出産後～

3．か月であり，中でも産後1か月が最も高くな

る時期であるといわれている10・　1ユ）。

　以上の育児不安の要因を大きく分類すると

1）子ども側の要因（児の発育，身体的症状な

ど），2）母親側の要因（母親の気質的問題　自

尊感情など），3）社会的な要因（家族・地域の

サポートカなど），4）母親の育児力（育児技術，
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育児力など)の 4つが挙げられている。母親側
と社会的な要因との関連については多 くの研究

が行われてきているが
12～0,子 ども佃1の要因や

母親の育児に関する具体的な内容と母親の不安

との関連についての定量的な研究はない。ま

た,こ れまでの研究方法の多 くは 1か 月,3・
4か 月など,各時期におけるレトロスペクティ

ヴな横断調査であり,出産後から12週までを細

か く,かつ時系列的に調査 している研究はな
ぃ4,7,8,11.17.18)。

ところで,家庭訪間が行われている時期につ

いては,新生児期よりも 1か月以降に多 く行わ
れていることが報告されている

2,0。 この理由

として,里帰 り出産が多いことや,母親が家庭

訪間を受けるまでのシステムの問題により,対
象者を早期に把握することが難しいとの点が指

摘されているい。しかし,母子保健法で定めら

れた本来の新生児期ではなく実施時期が遅 く

なっていることが,母親の支援へのニーズと合
致しているかという議論は全 くされていない。

以上のことから,母親の視点から家庭訪間の

適切な時期について検討が必要であると考えら

れる。そこで,本研究では,適切な家庭訪間の

時期を,母親の育児に関する不安が高い時期 ,

または育児に関する心配事が多い時期に実施す

るものと仮定した。そして,出産後から12週 ま

での間の母親の育児不安と育児に関する心配事

をリアルタイムで時系列的に測定し,効果的な

家庭訪間の実施を目的として,家庭訪間の適切
な時期について検討した。本研究における効果

的な家庭訪間とは,第 1に母親のニーズに適合
した時期に実施すること,第 2に母親のニーズ

に沿った指導内容を実施することとした。

I.研 究 方 法

1.対象および方法

2005年 10月 ～2006年 8月 に東京近郊の産婦人

科医療施設において妊娠 。分娩 。産褥と正常な

経過をたどった母子に対し,退院指導時に医療

施設スタッフから家庭訪問実施の案内を配布し

てもらった。その後,研究者が対象者全員に電

話で家庭訪間の希望の有無を確認し,希望した

延べ345人 を訪間の対象とした。なお,母親が

外国人,35週未満の低出生体重児,他の医療施

小 児 保 健 研 究

設へ搬送された母子は除外 した。

訪間時期は,先行研究を参考に7～0,生後 2
週目 (以下,こ の時期に家庭訪問した対象者を

A群 とする),生後 3週 目～ 1か 月健診前まで
の間 (以下,B群 とする),1か 月健診後～生
後 7週 目の間 (以下,C群 とする),生後 8～
12週 (以下,D群 とする)の 4時点とし,研究
者側で対象者を任意にA～ D群 に割 り振った。

対象者とは個別に訪問日時を約束し,実施した。

指導内容は,市町村保健施設の看護職が実施
している新生児訪問 (母子訪問)活動実施マ
ニュアルに基づいたものとし,心配事や生活面
などさまざまな訴えを聴き,相談・アドバイス

を行つた。。訪問時には,最初に研究目的,方
法などについて説明し,対象者の了解が得られ
た場合,同意書に記名してもらった。同意が得

られなかった場合は,通常の訪問活動とし,調
査は行わなかった。

調査を承諾 した対象者は345人 で,家庭訪問
のみを希望したものは 8人であった。調査に同

意した337人 (96.0%)に 対し,述べ376回 の家
庭訪間を実施した。分析対象者は,調査対象数
が少なかったD群の経産の母親 3人を除き,A
群95人 (初産76,経産19),B群 109人 (初 80,
経29),C群 105人 (初 82,経23),D群 25人 (初

産のみ)と した。データ回収率は100%であった。

2.調査内容

①属性 (年齢,職業,学歴,家族形態),②
出産状況 (分娩状況,退院後の帰省先,出産前
の育児経験,児の出生時体重),③母親の不安,
④育児に関する心配な項目について調査した。

このうち母親の不安の測定には,Spielberger

の日本版 STAIを 使用した20,2)。 この尺度は,

特性不安と状態不安の各20項 目からなり,4段
階で自己評定するもので (範囲は20～80点 ),

得点が高いほど不安傾向が高い。前者は性格特

性に根差しており,後者はストレスまたはある
状況下で生起する感情状態としての不安を示

す。

母親の育児不安に影響を与えている要因とし

て,子 ども倶1の要因と母親の育児力の要因に関
する具体的な内容を用いた。複数の先行文献を

参考に,『授乳・栄養』 (6項 目),『児の身体』
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育 児 力 な ど ） の 4 つ が 挙 げ ら れ て い る 。 母 親 側

と 社 会 的 な 要 因 と の 関 連 に つ い て は 多 く の 研 究

が 行 わ れ て き て い る が M 一 一 1 6 ＞ ， 子 ど も 側 の 要 因 や

母 親 の 育 児 に 関 す る 具 体 的 な 内 容 と 母 親 の 不 安

と の 関 連 に つ い て の 定 量 的 な 研 究 は な い 。 ま

た ， こ れ ま で の 研 究 方 法 の 多 く は 1 か 月 ， 3 ・

4 か 月 な ど ， 各 時 期 に お け る レ ト ロ ス ペ ク テ ィ

ヴ な 横 断 調 査 で あ り ， 出 産 後 か ら 1 2 週 ま で を 細

か く ， か つ 時 系 列 的 に 調 査 し て い る 研 究 は な
い 4 ・ 7 ・ 8 ， 　 1 1 ， 　 1 7 ・ 　 1 8 ） 。

　 と こ ろ で ， 家 庭 訪 問 が 行 わ れ て い る 時 期 に つ

い て は ， 新 生 児 期 よ り も 1 か 月 以 降 に 多 く 行 わ

れ て い る こ と が 報 告 さ れ て い る 2 ・ 3 ） 。 こ の 理 由

と し て ， 里 帰 り 出 産 が 多 い こ と や ， 母 親 が 家 庭

訪 問 を 受 け る ま で の シ ス テ ム の 問 題 に よ り ， 対

象 者 を 早 期 に 把 握 す る こ と が 難 し い と の 点 が 指

摘 さ れ て い る 5 ） 。 し か し ， 母 子 保 健 法 で 定 め ら

れ た 本 来 の 新 生 児 期 で は な く 実 施 時 期 が 遅 く

な っ て い る こ と が ， 母 親 の 支 援 へ の ニ ー ズ と 合

致 し て い る か と い う 議 論 は 全 く さ れ て い な い 。

　 以 上 の こ と か ら ， 母 親 の 視 点 か ら 家 庭 訪 問 の

適 切 な 時 期 に つ い て 検 討 が 必 要 で あ る と 考 え ら

れ る 。 そ こ で ， 本 研 究 で は ， 適 切 な 家 庭 訪 問 の

時 期 を ， 母 親 の 育 児 に 関 す る 不 安 が 高 い 時 期 ，

ま た は 育 児 に 関 す る 心 配 事 が 多 い 時 期 に 実 施 す

る も の と 仮 定 し た 。 そ し て ， 出 産 後 か ら 1 2 週 ま

で の 問 の 母 親 の 育 児 不 安 と 育 児 に 関 す る 心 配 事

を リ ア ル タ イ ム で 時 系 列 的 に 測 定 し ， 効 果 的 な

家 庭 訪 問 の 実 施 を 目 的 と し て ， 家 庭 訪 問 の 適 切

な 時 期 に つ い て 検 討 し た 。 本 研 究 に お け る 効 果

的 な 家 庭 訪 問 と は ， 第 1 に 母 親 の ニ ー ズ に 適 合

し た 時 期 に 実 施 す る こ と 、 第 2 に 母 親 の ニ ー ズ

に 沿 っ た 指 導 内 容 を 実 施 す る こ と と し た 。

皿 ． 研 究 方 法

1 ， 対 象 お よ び 方 法

　 2 0 0 5 年 1 0 月 ～ 2 0 0 6 年 8 月 に 東 京 近 郊 の 産 婦 人

科 医 療 施 設 に お い て 妊 娠 ・ 分 娩 ・ 産 褥 と 正 常 な

経 過 を た ど っ た 母 子 に 対 し ， 退 院 指 導 時 に 医 療

施 設 ス タ ッ フ か ら 家 庭 訪 問 実 施 の 案 内 を 配 布 し

て も ら っ た 。 そ の 後 ， 研 究 者 が 対 象 者 全 員 に 電

話 で 家 庭 訪 問 の 希 望 の 有 無 を 確 認 し ， 希 望 し た

延 べ 3 4 5 人 を 訪 問 の 対 象 と し た 。 な お ， 母 親 が

外 国 人 ， 3 5 週 未 満 の 低 出 生 体 重 児 ， 他 の 医 療 施

小 児 保 健 研 究

設 へ 搬 送 さ れ た 母 子 は 除 外 し た 。

　 訪 問 時 期 は ， 先 行 研 究 を 参 考 に 7 ～ 1 。 ） ， 生 後 2

週 目 （ 以 下 ， こ の 時 期 に 家 庭 訪 問 し た 対 象 者 を

A 群 と す る ） ， 生 後 3 週 目 ～ 1 か 月 健 診 前 ま で

の 間 （ 以 下 ， B 群 と す る ） ， 1 か 月 健 診 後 ～ 生

後 7 週 目 の 間 （ 以 下 ， C 群 と す る ） ， 生 後 8 ～

1 2 週 （ 以 下 ， D 群 と す る ） の 4 時 点 と し ， 研 究

者 側 で 対 象 者 を 任 意 に A ～ D 群 に 割 り 振 っ た 。

対 象 者 と は 個 別 に 訪 問 日 時 を 約 束 し ， 実 施 し た 。

　 指 導 内 容 は ， 市 町 村 保 健 施 設 の 看 護 職 が 実 施

し て い る 新 生 児 訪 問 （ 母 子 訪 問 ） 活 動 実 施 マ

ニ ュ ア ル に 基 づ い た も の と し ， 心 配 事 や 生 活 面

な ど さ ま ざ ま な 訴 え を 聴 き ， 相 談 ・ ア ド バ イ ス

を 行 っ た 1 9 ＞ 。 訪 問 時 に は ， 最 初 に 研 究 目 的 ， 方

法 な ど に つ い て 説 明 し ／ ） 対 象 者 の 了 解 が 得 ら れ

た 場 合 ， 同 意 書 に 記 名 し て も ら っ た 。 同 意 が 得

ら れ な か っ た 場 合 は ， 通 常 の 訪 問 活 動 と し ， 調

査 は 行 わ な か っ た 。

　 調 査 を 承 諾 し た 対 象 者 は 3 4 5 人 で ， 家 庭 訪 問

の み を 希 望 し た も の は 8 人 で あ っ た 。 調 査 に 同

意 し た 3 3 7 人 （ 9 6 ． 0 ％ ） に 対 し ， 述 べ 3 7 6 回 の 家

庭 訪 問 を 実 施 し た 。 分 析 対 象 者 は ， 調 査 対 象 数

が 少 な か っ た D 群 の 経 産 の 母 親 3 人 を 除 き ， A

群 9 5 人 （ 初 産 7 6 ， 経 産 1 9 ） ， B 群 1 0 9 人 （ 初 8 0 ，

経 2 9 ） ， C 群 1 0 5 人 （ 初 8 2 ， 経 2 3 ） ， 　 D 群 2 5 人 （ 初

産 の み ） と し た 。 デ ー タ 回 収 率 は 1 0 0 ％ で あ っ た 。

2 ． 調 査 内 容

　 ① 属 性 （ 年 齢 ， 職 業 ， 学 歴 ， 家 族 形 態 ） ， ②

出 産 状 況 （ 分 娩 状 況 ， 退 院 後 の 帰 省 先 ， 出 産 前

の 育 児 経 験 児 の 出 生 時 体 重 ） ， ③ 母 親 の 不 安 ，

④ 育 児 に 関 す る 心 配 な 項 目 に つ い て 調 査 し た 。

こ の う ち 母 親 の 不 安 の 測 定 に は ， S p i e l b e r g e r

の 日 本 版 S T A 工 を 使 用 し た 2 0 ， 　 2 1 ） 。 こ の 尺 度 は ，

特 性 不 安 と 状 態 不 安 の 各 2 0 項 目 か ら な り ， 4 段

階 で 自 己 評 定 す る も の で （ 範 囲 は 2 0 ～ 8 0 点 ） ，

得 点 が 高 い ほ ど 不 安 傾 向 が 高 い 。 前 者 は 性 格 特

性 に 根 差 し て お り ， 後 者 は ス ト レ ス ま た は あ る

状 況 下 で 生 起 す る 感 情 状 態 と し て の 不 安 を 示

す 。

　 母 親 の 育 児 不 安 に 影 響 を 与 え て い る 要 因 と し

て ， 子 ど も 側 の 要 因 と 母 親 の 育 児 力 の 要 因 に 関

す る 具 体 的 な 内 容 を 用 い た 。 複 数 の 先 行 文 献 を

参 考 に ， 『 授 乳 ・ 栄 養 』 （ 6 項 目 ） ， 『 児 の 身 体 』
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(10項 目),『育て方・育児技術』 (9項 目),『児

の睡眠・生活リズム』 (5項 目),『母親の身体』

(7項 目),『母親の生活リズム』 (4項 目)の合

計41の項 目を作成 した
4.1117.■ ,2の

(以下,心配項
目と記す)(表 5参照 )。

各項 目に対 し「′い配なし」を 1点,「少 し。

ときどき′亡ヽ酉己」を2点 ,「′亡ヽ配」を3点 ,「 とて

も心配」を4点 とする4段階リッカー ト法によ

り採点した。①と②については聞き取り調査,

③と④については指導開始前の状態について自

記式質問紙調査により実施した。

3.分析方法

A～ Dの 4群の状態 。特性不安平均得点と41

の心配項目の平均得点について,一元配置分散

分析,ノ検定,お よび Tukeyの 検定を行った。
母親の状態不安と′心配項目との関連については

Spearmanの相関係数を求めた。また,初産と

経産の母親の比較のために,t検定を行った。
発崚 には統言十ソフトSPSSll.O for Windowsを

使用した。

4.倫理的手続き

本研究は,筑波大学大学院人間総合科学研
究科研究倫理委員会の承認を得ている (番号

HC105002号 )。

Ⅲ.結   果

1.対象者の属性および出産状況

母親の平均年齢,家族形態,退院後の帰省先 ,

分娩状況,出生時体重,母親の職業の有無,学
歴,育児経験については表 1に まとめた。これ

らのうち家族形態でA群はB, C群 に比べて核
家族が多 く有意差が認められた。しかし,その

他の属性,特性についてA～ D群間に差は認め

られなかった。

2.状態 。特性不安得点

A～ D群における初産の母親の状態不安と特

性不安は,A群で最も高く,B,C,D群 の順
に徐々に低 くなっていた (表 2)。 経産の母親

では,A群で最も得点が低 くB群 とC群で高く
なっていた。初産,経産の母親共にA～ D群の

4群間における状態 。特性不安得′点の平均に差

49

は認められなかった。初産,経産の 2群間を比

較すると,状態不安得点はA群 ¥(t¥(93¥)=2.60,
p<.05)と B群 ¥(t¥(107¥)=2.09,p<.05¥)
で有意な差が認められたが,C群 では差は認め
られなかった。状態不安 と特性不安には強い相

関関係が全群で認められた。

3.心配項目得点の変動

初産と経産の母親別に,心配項 目を平均得点
の高い順 に表 3に示 した。10位 までの心配項 目

の数は,初産の母親では14項 目であった。この

うちA～ D群のすべての群で挙げられた項 目
は,「母乳不足」,「授乳間隔」,「飲み方のムラ」,

「排気」,「皮膚」,「 しゃっくり」,「泣いている

理由」であり,初産の母親だけで挙がっていた

項目は「寝つきが悪い」と「生活リズム」であっ

た。経産の母親で挙げられていた心配項目は19

項目であった。このうちA～ C群のすべての群

で挙がっていたのは「飲み方のムラ」,「母乳不

足」,「授乳間隔」,「外出」,「母の体重」であり,

経産の母親だけで挙げられていた心配項目は,

「目やに」,「ベビーカー」,「睡眠不足」,「外出」,

「乳房 トラブル」,「悪露」,「母の体重」であった。

4.初産と経産の母親の共通した心配項目の平均得点

初産と経産の母親で共通していた項目は12項

目であり,こ れらの平均得点 (SD)を 表 4に

示した。初産の母親では平均得点が 4群間の中

の A群で最 も高 く,B～ D群へと下降してい
る項目は,「母乳不足」,「 ミルク量」,「児の体

重」,「排気」,「家事と育児の両立」であった。

このうち「母乳不足」と「児の体重」,「 ミルク

量」はAま たはB群で有意に高かった。反対に,

「外気浴」と「皮膚」は,出産から時間がより

経過したC,D群 で得点が有意に高くなってい
た。「授乳間隔」と「飲み方のムラ」はA群 と

C群で得点が高く,B群 とD群で低 くなる傾向
が認められた。

経産の母親では,「飲み方のムラ」,「授乳間

隔」,「 しゃっくり」,「皮膚」,「便」,「外気浴」

がA群 とB群で低 く,C群 で高くなっていた。
このうち「皮膚」と「外気浴」では有意差が認

められた。
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（ 1 0 項 目 ） ， 『 育 て 方 ・ 育 児 技 術 』 （ 9 項 目 ） ， 『 児

の 睡 眠 ・ 生 活 リ ズ ム 』 （ 5 項 目 ） ， 『 母 親 の 身 体 』

（ 7 項 目 ） ， 『 母 親 の 生 活 リ ズ ム 』 （ 4 項 目 ） の 合

計 4 1 の 項 目 を 作 成 し た 4 ・ 　 1 1 ・ 　 1 7 ・ ユ 8 ， 　 2 2 ） （ 以 下 ， 心 配 項

目 と 記 す ） （ 表 5 参 照 ） 。

　 各 項 目 に 対 し 「 心 配 な し 」 を 1 点 ， 「 少 し ・

と き ど き 心 配 」 を 2 点 ， 「 心 配 」 を 3 点 ， 「 と て

も 心 配 」 を 4 点 と す る 4 段 階 リ ッ カ ー ー ト 法 に よ

り 採 点 し た 。 ① と ② に つ い て は 聞 き 取 り 調 査

③ と ④ に つ い て は 指 導 開 始 前 の 状 態 に つ い て 自

記 式 質 問 紙 調 査 に よ り 実 施 し た 。

3 ． 分 析 方 法

　 A ～ D の 4 群 の 状 態 ： ・ 特 性 不 安 平 均 得 点 と 4 1

の 心 配 項 目 の 平 均 得 点 に つ い て ， 一 元 配 置 分 散

分 析 ， Z 2 検 定 ， お よ び T u k e y の 検 定 を 行 っ た 。

母 親 の 状 態 不 安 と 心 配 項 目 と の 関 連 に つ い て は

S p e a r m a n の 相 関 係 数 を 求 め た 。 ま た ， 初 産 と

経 産 の 母 親 の 比 較 の た め に ， t 検 定 を 行 っ た 。

分 析 に は 統 計 ソ フ ト S P S S 　 1 1 ． O f o r 　 W i n d o w s を

使 用 し た 。

4 ． 倫 理 的 手 続 き

　 本 研 究 は ， 筑 波 大 学 大 学 院 人 間 総 合 科 学 研

究 科 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て い る （ 番 号

H C 1 0 5 0 0 2 号 ） 。

皿 ． 結 果

1 、 対 象 者 の 属 性 お よ び 出 産 状 況

　 母 親 の 平 均 年 齢 家 族 形 態 ， 退 院 後 の 帰 省 先 ，

分 娩 状 況 ， 出 生 時 体 重 ， 母 親 の 職 業 の 有 無 ， 学

歴 i ， 育 児 経 験 に つ い て は 表 1 に ま と め た 。 こ れ

ら の う ち 家 族 形 態 で A 群 は B ， C 群 に 比 べ て 核

家 族 が 多 く 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 し か し ， そ の

他 の 属 性 ， 特 性 に つ い て A ～ D 割 判 に 差 は 認 め

ら れ な か っ た 。

2 ． 状 態 ・ 特 性 不 安 得 点

　 A ～ D 群 に お け る 初 産 の 母 親 の 状 態 不 安 と 特

性 不 安 は ， A 群 で 最 も 高 く ， 　 B ， 　 C ， 　 D 群 の 順

に 徐 々 に 低 く な っ て い た （ 表 2 ） 。 経 産 の 母 親

で は ， A 群 で 最 も 得 点 が 低 く B 群 と C 群 で 高 く

な っ て い た 。 初 産 経 産 の 母 親 共 に A ～ D 群 の

4 二 間 に お け る 状 態 ・ 特 性 不 安 得 点 の 平 均 に 差
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は 認 め ら れ な か っ た 。 初 産 ， 経 産 の 2 群 間 を 比

較 す る と ， 状 態 不 安 得 点 は A 群 （ t （ 9 3 ） ＝ 2 ． 6 0 ，

p ＜ ． 0 5 ） と B 群 （ t （ 1 0 7 ） ＝ 2 ． 0 9 ， p ＜ ． 0 5 ）

で 有 意 な 差 が 認 め ら れ た が ， C 群 で は 差 は 認 め

ら れ な か っ た 。 状 態 不 安 と 特 性 不 安 に は 強 い 相

関 関 係 が 全 群 で 認 め ら れ た 。

3 、 心 配 項 目 得 点 の 変 動

　 初 産 と 経 産 の 母 親 別 に ， 心 配 項 目 を 平 均 得 点

の 高 い 順 に 表 3 に 示 し た 。 1 0 位 ま で の 心 配 項 目

の 数 は ， 初 産 の 母 親 で は 1 4 項 目 で あ っ た 。 こ の

う ち A ～ D 群 の す べ て の 群 で 挙 げ ら れ た 項 目

は ， 「 母 乳 不 足 」 ， 「 授 乳 間 隔 」 ， 「 飲 み 方 の ム ラ 」 ，

「 排 気 」 ， 「 皮 膚 」 ， 「 し ゃ っ く り 」 ， 「 泣 い て い る

理 由 」 で あ り ， 初 産 の 母 親 だ け で 挙 が っ て い た

項 目 は 「 寝 つ き が 悪 い 」 と 「 生 活 リ ズ ム 」 で あ っ

た 。 経 産 の 母 親 で 挙 げ ら れ て い た 心 配 項 目 は 1 9

項 目 で あ っ た 。 こ の う ち A ～ C 群 の す べ て の 群

で 挙 が っ て い た の は 「 飲 み 方 の ム ラ 」 ， 「 母 乳 不

足 」 ， 「 授 乳 間 隔 」 、 「 外 出 」 ， 「 母 の 体 重 」 で あ り ，

経 産 の 母 親 だ け で 挙 げ ら れ て い た 心 配 項 目 は ，

「 目 や に 」 ， 「 ベ ビ ー カ ー 」 ， 「 睡 眠 不 足 」 ， 「 外 出 」 ，

「 乳 房 ト ラ ブ ル 」 ， 「 悪 露 」 ， 「 母 の 体 重 」 で あ っ た 。

4 ． 初 産 と 経 産 の 母 親 の 共 通 し た 心 配 項 目 の 平 均 得 点

　 初 産 と 経 産 の 母 親 で 共 通 し て い た 項 目 は 1 2 項

目 で あ り ， こ れ ら の 平 均 得 点 （ S D ） を 表 4 に

示 し た 。 初 産 の 母 親 で は 平 均 得 点 が 4 群 問 の 中

の A 群 で 最 も 高 く ， B ～ D 群 へ と 下 降 し て い

る 項 目 は ， 「 母 乳 不 足 」 ， 「 ミ ル ク 量 」 ， 「 児 の 体

重 」 ， 「 排 気 」 ， 「 家 事 と 育 児 の 両 立 」 で あ っ た 。

こ の う ち 「 母 乳 不 足 」 と 「 児 の 体 重 」 ， 「 ミ ル ク

量 」 は A ま た は B 群 で 有 意 に 高 か っ た 。 反 対 に ，

「 外 気 浴 」 と 「 皮 膚 」 は ， 出 産 か ら 時 間 が よ り

経 過 し た C ， D 群 で 得 点 が 有 意 に 高 く な っ て い

た 。 「 授 乳 問 隔 」 と 「 飲 み 方 の ム ラ 」 は A 群 と

C 群 で 得 点 が 高 く ， B 群 と D 群 で 低 く な る 傾 向

が 認 め ら れ た 。

　 経 産 の 母 親 で は ， 「 飲 み 方 の ム ラ 」 ， 「 授 乳 間

隔 」 ， 「 し ゃ っ く り 」 ， 「 皮 膚 」 ， 「 便 」 ， 「 外 気 浴 」

が A 群 と B 群 で 低 く ， C 群 で 高 く な っ て い た 。

こ の う ち 「 皮 膚 」 と 「 外 気 浴 」 で は 有 意 差 が 認

め ら れ た 。



表 1 調査対象者属性および特性

小 児 保 健 研 究

単位 :人 ¥(%¥)

変数/人数

新生児

A:95(282) B:109(323)

乳児

C:105(312) D:28(8.3) A～ D群の差

母親年齢平均 ¥(SD¥) 31.0± 36 311± 46 30 8」=4 3      30 9」=4 5

初産

経産

76(80 0)

19(20.0)

80(73 4)

29(26.6)

82(78 1)

23(21 9)

25(89 7)

3(107)

家族形態

核家族

拡大家族 (夫方)

拡大家族 (妻方)

90(94.7)

5(5.3)
0

93¥(85.0
8(7.3)
8(7.3)

84(80.0)

16(15 2)

5(4.8)

25(89.3)

2(7.1)
1(3.6)

Ｂ

Ｃど
い

Ａ

自宅

退院後の帰省先 量粂 {藝募|
その他 (姉妹)

39(41.1)

1(1.1)

55(57 9)

0

53(48.6)

1(0.9)
54(49.5)

1(0.9)

3604.0
1(10)
68(64.8)

0

691.0
0

22¥(780
0

分娩状況

正常分娩

帝王切開

吸引・鉗子分娩

骨盤位

56(56.6)

7(7.1)
32(32 3)

4(40)

58(52.8)

8(7.3)
40(36 3)

4(3.6)

45(45.0)

10(10.0)

32に2.0
3(3.0)

14(45.2)

3(9.6)
12(38.7)

2(6.5)

出生時体重 ¥(g¥)

平均 ¥(SD¥)
2987.9」ヒ382.9  3050.4」ヒ352.7  3078 7」L336 7  3057 0」ヒ333 7  n.s

職業の有無

なし

常勤

派遣・パート

自営

不明

68(71.6)

19(20.0)

2(2.1)
4(4.2)
1(1.1)

86(78.9)

16(14.7)

0

7(6.4)
0

78¥(74.0
22(21.の

2(1.9)
3(2.9)
0

22(78.6)

4(14.3)

0

2(7.1)
0

学  歴

中学・高校
短大・専門学校
大学・大学院

不明

34¥(35.0
41¥(43.0
17¥(17.0

3(3.3)

3502.1¥)
54(49.5)

20(18.3)

0

46(43.8)

44(41.9)

14(13.3)

1(1.0)

10(35.7)

12(42.9)

4(14.3)

2(7.1)

育児経験

非常にあり

まあまああり

あまりなし

なし

不明

23(24.2)

12(12.6)

3(3.2)
56(58.9)

1(1.1)

37(33.9)

15(13.8)

6(5.5)
50(45.9)

1(0.9)

28(26.7)

10( 9.5)

7(6.7)
60(57.1)

0

7(25.0)

1(3.6)
4(143)
16(57 1)

0

A～ Dの差の検定 ノ検定,出生時体重のみ一元配置分散分析
A:産後 2週 目に訪間を受けた群
B:産後 3週 目～ 1か 月健診前に訪間を受けた群
C:1か 月健診～生後 7週 目の間に訪間を受けた群
D:生後 8～ 12週 目の間に訪間を受けた群

,大剋員ラ不ブそ  発[:詈  ::i:菫 ::|:

表 2 4群 における状態・特性不安得点の平均および相関

P筆維鑢 P餞 :菫》【hs"2士Ю2
4群間の差 F値

n.s    2.36

n.s   O.15

特̀陛不安  程匡  ::|:菫 :31:
初産

経産

]n・ S猛
i:菫

1:::

.78**

.69*中

hS i&足聟f h6
nos  2.11
n,s   O.21

相関係数

状態不安と特性不安のA～ D群の得
`点
の比較は一元配置分散分析による

相関係数は (r),状態・特性不安得点の相関 (Pearson)を 示した

各群の初産と経産の状態・特性不安得点の差は t検定による

39.6± 8.8
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表1　調査対象者属性および特性 単位人（％）

変数／人数
　
紛

　
＆

　
叙

　
瑠　

D

丁丁
　
幻

　
3
1

　
駅

　
1
0

　
C

　
鋤

　
儲

　
㎜

蜆
B

新
勿

　
8
1

　
⑫

　
．
9
5

　
A
．

A～D群の差

母親年齢平均（SD） 31　．0±3．6 31．1±4．6 30．8±4．3， 30．9±4．5　n，s

産
産

初
経

76（80．0）

19　（20．0）

80　（73，41）

29（26．窃）

82　（78．1）

23　（21．9＞

25（89．7）

　　　　　n，＄3（10．7）

家族形態

核家族

拡大家族（美方）

拡大家族（三方）

90　（94，7）

5（　5．3＞

o

93　（85，3）

8（　7．3）

8．（　7，3）

84　（80　．0）i

16（15．2＞

5（　4．8）

2：，［8212・i．　A｛：igg，　g

　　　　　　　自宅
　　　　　　　実家（夫方）
退院後の帰省先
　　　　　　　実家（妻方）

　　　　　　　その他（姉妹）

39　（41，1）

1（　1．1＞

55（57　9）

o

53（48．6）

1（　O．9）

54　（49．5）

1（，　O．9）

36　（34．3）

1（　1．01）

68　（M　．　8）

o

6（2L　4）．

o
n（78．6）　niS

o

分娩状況

正常分娩

帝王切開

吸引・鉗子分娩

骨盤位

56　（56．6）

7〈　7．1＞

32，．〈32　．　3）

4（　4．0）

58　（52．8）

8（　7．3）

40（36．3）

4（　3．6）

45（45，0）

’10（工0．0）

32（42．0）

3（　3，0）

14（45．2）

3（　9．6）

　　　　　n，s12（3S．7）

2〈　6．5）

出生時体重（g）

平均（SD）
2987．9±382．9　3050．4±352．7　3078．7±336．7　3057．0±ss3．7　n．s

職業の有無

なし

常勤

派遣・パート

自営

不明

68，（71．6）

19〈20，0）

2（　2．1）

4（　4．2）

1（　1，1）

86（78．9）

16（14，7）

0
7（　6．4）

o

78　（74．3）

22　（21．0）

2〈　1．9）

3（　2．9）

o

22（78．6）

4（14．3）

O　n．s2（　7．1）

o

学歴

中学・高校

短大・専門学校

大学・大学院

不明

育児経験

34　（35．8）

41（43．2）

17（17，9）

3（　3．3）

35（32．1）

・54（49，5）

20（18，3）

o

ca　（43，8）

44　（41　．9）

14（13．3＞

1（　1．e）

非常にあり

まあまああり

あまりなし

なし

不明

23　（24．2）

12（12，6＞

3（　3，2）

56（58．9）

1（　1，1）

37　（33，9）

15（13．8＞

6（　5．5＞

50　（45．9）

1（1　O，．9）

28（26．7）

IO（　9．5）

7（　6．7）

60（57．1）

o

10　（35，7）

12（42．9）

4（14．3）

2（　7．1）

7（25，0）

1i（　3．6）

4i（14．3）

16（57．1）

o

n．s

n　．s

A～Dの差の．検定　xz検定，出生時体重のみ一元配置分散分析

　A；産後2週目に訪門を受けた群

　B：産後3週目一一　1か月健診前に訪問を受けた群

　C：1か月健診～生後7週目の間に訪問を受けた群

　D二生後8　一12週目の間に訪問を受けた群

．二Pく，05，　卿．；P＜．Ol

表2　4群における状態・特性不安得点の平均および相関

群 A B c D「4糊の差陥一

状態不安
初産

o産

45．1±11．3

R7．6±10。7

］＊
43．1±9．6

R＆9±8．2

］＊
41．9±1α7

R82±12．1
］n．s

39．2±10，2 n，S

氏Ds

2．36

O．15

特性不安
初産

o産

43．1±10．7

R8，8±12．3
ユn．s

42．1±10，7

Sα．8±8．0
］n．s

40，1±10．Q

S0。2±11．7
］n．s

39．6±8，8
匿
：
1

2．U

n．21

相関係数
初産

o産

．79帥

D87．◎

、78纏

D69索＊

．75幽’

D77騨

．73潮・

状態不安と特性不安のA～D群の得点の比較は一元配置分散分析による

相関係数は（r），状態・特性不安得点の相関（Pearson）を示した

各群の初産と経産の状態一特性不安得点の差はt検定による

寧：pく，05，　．t：p〈．Ol
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表 3 A～ D群 における心配項目の上位10項 目

順位/群
初産 経産      初産

B
経産     初産 経 産

D
初産

1母乳不足
2授茅L間隔
3排気

4し ゃつくり

5ミ ルク量

6泣いている理由
7飲み方のムラ
8家事と育児の

両立

9皮膚
10子 どもの体重

1母乳不足
2ミ ルク量

3排気
4家事と育児の
両立

5乳房 トラブル

6児の体重
6飲み方のムラ

8タト出

9ベ ビーカー

9授乳間隔
10便

10外気浴

10母の体重

1母乳不足
2皮膚
2し ゃつくり

4排気

5授乳間隔
6ミ ルクの量

7泣いている理由

8外気浴

9便
10飲み方のムラ

1母乳不足
2児の体重
3母の体重

3目 やに

5飲み方のムラ
6皮膚
6しゃつくり

6授乳間隔

9タト出

10悪露

10睡眠不足

10家事と育児の

両立

1母乳不足
2皮膚
3授乳間隔

4泣いている理由

5飲み方のムラ
6しゃつくり
7寝つきが悪い

8便

9外気浴
lω卜気

1母乳不足

2皮膚
3授乳間隔

3飲み方のムラ

3外出
6便
6外気浴

8母の体重

9排気
9授乳時間
9ミ ルク量

9泣いている理由

l皮膚
2し ゃっくり
3外気浴

4授茅L間隔

5母乳不足
5飲み方のムラ
5排気

5生活リズム

9便
10寝つきが悪い

10泣いている理由

表 4 初産と経産の母親の共通した心配項目の平均得点 ¥(SD¥)

心配項目

初産/経産 皐碕開皇   Tukeyの検定

母乳不足      2.9± 1.0
2.3± 1.0

飲み方のムラ    2.3± 1.0
1.6± 0.8

授乳間隔     2.6± 1.1
1.5± 0.8

ミルク量       2.4± 0.9
1,7± 0.8

児の体重      2.1± 1.0
16± 0.7

排気       2.4± 0.9

1,7± 1.1

しゃっくり     2.4± 0.9
1.4± 0.6

皮膚        2.2± 0.9
1.7± 0.7

便        1.9± 1.0

1.5± 08
外気浴      18± 0.9

1.5± 0.8

泣いている理由   2.3± 0.8
1.3± 0.6

家事と育児の両立  2.2± 1.0
1.7± 0.7

p=.003    A― D*, B― D*
n.s

n.s

n.s

n.s

ns

p=.003  A― C, D*, B― D*
n.s
p=.008    A― C, D・
n,s

n.s

nts

n.s

n.s      A― C*
p=.037     B一 C*
nos

n.s
p=.048
n.s

p=.003    A, B― C*
n.s

n.s

2.7± 1.0

2.6± 0.9

2.0± 0.9

1,7± 0.8

2.3± 1.0

1.7± 0.9

2.3± 0.9

1.5± 0.7

1.7± 09
18± 0.9
2.3± 1.0

1.5± 0.6

2.4± 1.0

1.5± 0.6

2.4± 0.9

1.7± 0.8

2.0± 1.0

1.5± 0.8

2.0± 0.7

1.5± 0.6

2.1± 0.8

1.2± 0.4

2.0± 0.9

1.6± 0.8

2.6± 1.0

2.3± 1.2

2.3± 1.0

2.0± 1 1

2.4± 1.0

2.0± 1.1

2.0± 0.9

1.8± 1.0

1.7± 0.9

1,7± 0.9

2.1± 1.0

1.8± 1.0

2.1± 0.8

1.6± 07
2.5± 0.8

2.2± 1.0

2.1± 0.9

1,9± 1.0

2.1± 0.9

1.9± 0.9

2.3± 0.8

1.8± 0.9

2.0± 1.0

1.7± 1.0

2.0± 1.2

2.0± 0.9

2.2± 0.9

1.7± 0.9

1.5± 0.8

2.0± 0.8

2.4± 0.9

2.4± 0.9

2.0± 1.0

2.3± 0.8

2.0± 0.7

1,9± 1.0

5.状態不安と心配項目との相関関係

状態不安得点と41の心配項目との相関係数を

求めた (表 5)。 初産の場合,A群 で状態不安
と有意な関係が認められた心配項目は,41項 目

中31項 目であり,こ のうち相関係数が0.3以上

であったのは23項 目であつた。B群では16項 目

*pくく .05, n.s:non signincant

に有意な関係がみられ,こ のうち0.3以上の相

関係数が認められた項目は 5項 目であつた。C

群では,状態不安と有意な関係が認められた項

目は28項 目であり,こ のうち,0.3以上の相関

係数が認められたのは15項 目であつた。D群で

は0.3以上の相関関係が認められたのが11項 目
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表 3 　 A ～ D ・ 群 に お け る 心 配 項 目 の 上 位 1 0 項 目

順 位 ／ 群 　 　 　 　 A

　 　 　 初 産 　 　 　 　 　 経 産初 産

B
経 産 初 産

C
経 産

D櫨

1 母 乳 不 足
2 授 乳 間 ． 隔

3 排 気

4 し ゃ っ く り

5 ミ ル ク 量
6 泣 い て い る 理 由

7 飲 み 方 の ム ラ

8 家 事 と 育 児 の

　 両 立

9 皮 膚

1 0 子 ど も の 体 重

1 母 乳 不 足 　 　 　 1 母 乳 不 足

2 ミ ル ク 量 　 　 　 2 皮 膚

3 排 気 　 　 　 　 　 2 し ゃ っ く り

4 家 事 と 育 児 の
　 　 　 　 　 　 　 4 排 気
　 両 立

5 乳 房 ト ラ ブ ル 　 5 授 乳 商 隔

6 児 の 体 重 　 　 　 6 ミ ル ク の 量

6 飲 み 方 の ム ラ 　 7 泣 い て い る 理 由

8 外 出 　 　 　 　 　 8 外 気 沿

9 ヘ ビ ー カ ー 　 　 9 便
9 授 乳 間 隔 　 　 　 1 0 飲 み 方 の ム ラ

1 0 便

1 0 外 気 ． 裕

1 0 母 の 体 重

1 母 乳 不 足

2 児 の 体 重

3 母 の 体 重

3 目 や に

5 飲 み 方 の ム ラ

6 皮 膚

6 し ゃ っ く り

6 授 乳 間 隔

9 外 出

1 0 悪 露

1 0 睡 眠 不 足

1 0 家 事 と 育 児 の

　 両 立

1 母 乳 不 足

2 皮 膚

3 授 乳 間 隔

4 泣 い て い る 理 由

5 飲 み 方 の ム ラ

6 し ゃ つ ． く り

7 寝 つ き が 悪 い

8 便

9 外 ・ 気 浴

1 0 排 気 ．

1 母 乳 不 足 　 　 　 1 皮 膚

2 皮 膚 　 　 　 　 　 2 し ゃ っ く ゆ

3 授 乳 間 隔 　 　 　 3 外 気 浴

3 飲 み 方 の ム ラ 　 4 授 乳 間 隔

3 外 出 　 　 　 　 　 5 母 乳 不 足

6 便 　 　 　 　 　 　 5 飲 み 方 の ム ラ

6 外 気 浴 　 　 　 　 5 排 気

8 母 の 体 重 　 　 　 5 生 活 リ ズ ム

9 排 気 　 　 　 　 　 9 便
9 授 乳 時 問 　 　 　 1 0 寝 つ き が 悪 い

9 気 ル ク 量 　 　 1 0 泣 い で い る 理 由

9 泣 い て い る 理 由

表 4 　 初 産 ど 経 産 の 母 親 の 共 通 し た 心 配 項 目 の 平 均 ・ 得 点 （ S D ）

心 配 項 目

初 産 ／ 経 産
A B c D

4 群 間 の

平 均 の 差
T u k e y の 検 定

母 乳 不 足

飲 み 方 の ム ラ

授 乳 聞 ． 隔

ミ ル ク 量

児 の 体 重

排 気

し ゃ っ く り

皮 膚

便

外 気 浴

泣 い て い る 理 由

家 事 と 育 児 の 両 立

2 ． 9 ± 1 ． 0

2 ． 3 ± 1 ． 0

2 ， 3 ± 1 ． 0

1 ． 6 ± ・ 　 O ． 8

2 ． 6 ± 1 ． 1

1 ． 5 ± O 　 8

2 ． 4 ± O ． 9

1 ， 7 ± O ． 8

2 ． 1 ± ユ ， ． 0

1 ． 6 ± O ， 7

2 ． 4 ± O ． 9

1 ， 7 ± 1 ， 1

2 ． 4 ± O ． 9

1 ． 4 ± O ， 6

2 ． 2 ± Q ． 9

1 ． 7 ± O ． 7

1 ． 9 ± 1 ． 0

1 ． 5 ± O ． 8

1 ． 8 ± O ． 9

1 ． 5 ± O ， 8

2 ． 3 ± O ． 8

1 ． 3 ± O ． 6

2 ． 2 ± 1 ． 0

1 ． 7 ± O ， 7

2 ． 7 ± 1 ． 0

2 ， 6 ± O ， 9

2 ． 0 ± O ． 9

1 ． 7 ± O ． 8

2 ． 3 ± 1 ， 0 ／

1 ． 7 ± Q ， 9

2 ， 3 ± ： Q ． 9

1 ， 5 ± i O ． 7

1 ． 7 ± O ． 9

1 　 8 ± O 　 9

2 ． 3 ± 1 ． 0

1 ． 5 ± e ． 6

2 ， 4 ± 1 ． 0

1 ． i 5 ± O ． 6

2 ． 4 ± O ． 9

1 ． 7 ± O ， 8

2 ， 0 ± 1 ． 0

1 ． 5 ± O ． 8

2 ． 0 ± O ． 7

1 ， 5 ± O ． 6

2 ． 1 ± O ． 8

1 ． 2 ± O ． 4

2 ． 0 ± O ． 9

1 ． 6 ± O ． 8

2 ． 6 ± 1 ． 0

2 ． 3 ± 1 ， 2

2 ， 3 ± 1 ． 0

2 ， 0 ± 1 ． 1

2 ． 4 ± 1 ． 0

2 ． 0 ± 1 ユ

2 ． 0 ± O ． 9

1 ． 8 ± 1 ． 0

1 i 7 ± O － 9 i

1 ． 7 ± O ． 9

2 ユ ± 1 ． 1 0

1 ． 8 ± 1 ． 0

2 ． 1 ± O ． 8 i

1 ． 6 ± Q ． 7

2 ． 5 ± O ， 8

2 ． 2 ± 1 ． 0

2 ． 1 ± O ． 9

1 　 9 ± 1 ． 0

2 ． 1 ± O ／ ． 9

1 ． 9 ± O ． 9

2 ． 3 ± O 　 8

1 ， 8 ± O ． 9

2 ， 0 ± 1 ． 0

1 ． 7 ± 1 ． i O

2 ． 0 ± 1 ． 2

2 ， 0 ± O ． 9

2 ． 2 ± O ． 9

1 ． 7 ± O ． 9

1 ， 5 ± O ． ． 8

2 ・ ． O ± O ． 8

2 ． 4 ± O ． 9

2 ． 4 ± O ． 9

2 ． o ± 1 ． e

2 ． ． 3 ± O ． 8

2 ． 0 ± O ． 7

1 ． 9 ± 1 ． O

p ＝ ． 0 0 3

　 n 。 s

　 n ． S

　 n ． 8

　 n ． S

　 ロ コ さ

p ＝ ＝ 一 ． 0 0 3

　 ロ ロ さ

p ＝ ． 0 0 8

　 n ． s

　 填 ． s

　 n ． S

　 n ． s

　 皿 ． S

　 n l ． S

P ＝ ． 0 3 7

　 n ． S

　 エ し の 　

p ＝ ． 0 4 8

　 n 、 S

　 エ ユ の ら

p ＝ ． 0 0 3

　 n 、 S

　 r 1 ． S

A － D ＊ ， 　 B 一 一 D ＊
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5 ． 状 態 不 安 と 心 配 項 目 と の ． 相 関 関 係

　 状 態 不 安 得 点 と 4 1 の 心 配 項 目 と の 相 関 係 数 を

求 め た （ 表 5 ） 。 初 産 の 場 合 ， A 群 で 状 態 不 安

と 有 意 な 関 係 が 認 め ら れ た 心 配 項 目 は ， 4 ユ 項 目

中 3 1 項 目 で あ り ， こ の う ち 相 関 係 数 が 0 ． 3 以 上

で あ っ た の は 2 3 項 目 で あ っ た 。 B 群 で は 1 6 項 目

に 有 意 な 関 係 が み ら れ ， こ の う ち 0 ． 3 以 上 の 相

関 係 数 が 認 め ら れ た 項 目 は 5 項 目 で あ っ た 。 C

群 で は ， 状 態 不 安 と 有 意 な 関 係 が 認 め ら れ た 項

目 は 2 8 項 目 で あ り ， こ の う ち ， O ． 3 以 上 の 相 関

係 数 が 認 め ら れ た の は 1 5 項 目 で あ っ た 。 D 群 で

は 0 ． 3 以 上 の 相 関 1 関 係 が 認 め ら れ た の が 1 1 項 目
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であった。状態不安との相関関係が認められた

心配項目の数は，A群とC群で多く，　B群とD

群では少なくなっていた。

　経産の母親の場合では，41項目中A群で状態

不安との相関関係が認められたのは4項目であ

り，同様にB群で7項目，C群で4項目であっ

た。
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　本研究では，母親の不安と育児に関する心配
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項目の関連について,出産後の生後 2週 日,生

後 3週～ 1か月, 1か月～ 7週, 8～ 12週の 4

時点での変動を指標として,家庭訪間の最適実

施時期について検討した。

1.状態・特性不安の変動

対象者の状態 。特性不安得 `点に
ついて25～34

歳の一般の女性の状態不安得′点36.9± 9.53,特

性不安得点39.5± 9.3を 比較すると,4群 とも
産後の女性のほうが高かった

2の。状態不安と特

性不安との相関は心理的に脅かされた状況や人

格的適性を評価されるような環境で高くなると

言われている
2～ 2め。状態不安と特性不安の一般

的な平均相関係数は r=o.30,ス トレス時は r

=0.53で あり,19～ 69歳の国家機関で働 く女性

の相関係数は,r=o.70と 報告されている20。

今回の状態不安と特性不安の相関係数は非常に

高く国家機関で働 く女性と同様の値を示してお

り,本研究における対象者が,高不安状態にあ

ることが示された。

状態 。特性不安の平均得点の変動は,初産の

母親の場合,A群で状態・特性不安得点が最も
高 く,経産の母親の場合は,A群 で最 も低 く,
B群 とC群で高くなっていた。初産と経産の母

親の状態不安の平均得点は,A群 とB群では有
意な得点の差が認められていたが, C群では差

は認められなかった。この結果から,初産の母

親の不安は退院後 1週 目に最も高くなり,その

後時間が経過すると共に低 くなるが,経産の母

親の不安は産後 3～ 4週 日以降に高 くなり始

め,1か月健診後も不安が継続していることが
明らかとなった。すなわち経産の母親の不安は

初産の母親よりも遅い時期から高くなり,持続

していると考えられる。

初産と経産の母親では不安を感じる時期が

違っているという報告は,経産婦では育児で大

変な時期の始まりと終わりが初産婦に比べると

遅れている
20,ま た,一番不安だった時期が ,

初産の母親は出産後早い時期であり,経産の母

親は産後 3か 月頃までであつたという報告とも

共通すると考えられる
2つ。

2.心配項目の変動

心配項 目平均得点では,経産の母親の方が初

53

産の母親より心配であるとして挙げた項目が多

く,心配項目の内容が多岐にわたつていた。こ

れは,経産の母親では心配と感じている項目に
ついて個人差が大きいことが考えられる。

一方,初産の母親の場合は,共通した心配を

持っていたことを示している。初産の母親の心

配項目は,A群 とB群で得点が高い項目,C
群とD群で得点が高い項目,A群 とC群で高
く,B群 とD群で低くなるという3つの変動パ

ターンが見られた。このことは,心酉己項目は出

産後の短い期間の中でも変動することを示すも

のと考えられる。このような変動があることは

過去にほとんど報告が見られないが,唯一初産
のみを対象に,出産後から7週 までの間の3時

点におけるストレスの要因を探った研究では

「しょっちゅう泣いて機嫌が悪い」,「夜間よく

泣く」というストレス要因が産後 2～ 3週で一

旦減少し,産後 5～ 7週で再び増加するという

報告がある
2つ。本調査の「授乳間隔」,「飲み方

のムラ」,「 しやっくり」,「泣いている理由」で

も同様の変動が見られた。

一方,経産の母親の場合,A群とC群で得点
が高くなる項目,B群で得点が高くなる項目,
B群 とC群で得点が高くなる項目,C群で得点
が高くなる項目の 4つの変動パターンが見ら

れ,C群で得点が高くなっていた項目が最も多
かった。経産では,産後すぐではなくて 1か月

ほど経ってから得点が高くなる特徴があり,こ

うした定量的な結果はこれまで報告されておら

ず本研究によって初めて明らかにされた。

3.母親の不安と心配項目との関連

初産の母親の場合は,不安と関連している心

配事が多くなるのはA群 とC群であつた。D群

では,A～ C群 と異なり,状態不安と相関が見
られた心配項目の数は少なくなっていたが,反

対に相関係数の値が高 くなる傾向が認められ

た。これは,A～ C群の初産の母親の不安は,

育児全般に対する漠然とした予期不安であるこ

とЮ.2Q2の ,D群 の母親の不安は育児経験を実際
に積むことで,心配が「ある」項目と「ない」

項目が明確になり,漠然とした不安から具体的

な項目に対する心配へと変化したことの裏づけ

となると考えられる。実際,C群やD群への家
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項 目 の 関 連 に つ い て ， 出 産 後 の 生 後 2 週 目 ， 生

後 3 週 ～ 1 か 月 ， 1 か 月 ～ 7 週 ， 8 ～ 1 2 週 の 4

時 点 で の 変 動 を 指 標 と し て ， 家 庭 訪 問 の 最 適 実

施 時 期 に つ い て 検 討 し た 。

1 ． 状 態 ・ 特 性 不 安 の 変 動

　 対 象 者 の 状 態 ・ 特 性 不 安 得 点 に つ い て 2 5 ～ 3 4

歳 の 一 般 の 女 性 の 状 態 不 安 得 点 3 6 。 9 ± 9 ． 5 3 ， 特

性 不 安 得 点 3 9 ． 5 ± 9 ． 3 を 比 較 す る と ， 4 群 と も

産 後 の 女 性 の ほ う が 高 か っ た 2 4 ） 。 状 態 不 安 と 特

性 不 安 と の 相 関 は 心 理 的 に 脅 か さ れ た 状 況 や 人

格 的 適 性 を 評 価 さ れ る よ う な 環 境 で 高 く な る と

言 わ れ て い る 2 1 － z 3 ＞ 。 状 態 不 安 と 特 性 不 安 の 一 般

的 な 平 均 相 関 係 数 は r ＝ O ． 3 0 ， ス ト レ ス 時 は r

＝ 0 ． 5 3 で あ り ， 1 9 ～ 6 9 歳 の 国 家 機 関 で 働 く 女 性

の 相 関 係 数 は ， r ＝ 0 ． 7 0 と 報 告 さ れ て い る 2 0 ） 。

今 回 の 状 態 不 安 と 特 性 不 安 の 相 関 係 数 は 非 常 に

高 く 国 家 機 関 で 働 く 女 性 と 同 様 の 値 を 示 し て お

り ， 本 研 究 に お け る 対 象 者 が ， 高 不 安 状 態 に あ

る こ と が 示 さ れ た 。

　 状 態 ・ 特 性 不 安 の 平 均 得 点 の 変 動 は ， 初 産 の

母 親 の 場 合 ， A 群 で 状 態 ・ 特 性 不 安 得 点 が 最 も

高 く ， 経 産 の 母 親 の 場 合 は ， A 群 で 最 も 低 く ，

B 群 と C 群 で 高 く な っ て い た 。 初 産 と 経 産 の 母

親 の 状 態 不 安 の 平 均 得 点 は ， A 群 と B 群 で は 有

意 な 得 点 の 差 が 認 め ら れ て い た が ， C 群 で は 差

は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の 結 果 か ら ， 初 産 の 母

親 の 不 安 は 退 院 後 1 週 目 に 最 も 高 く な り ， そ の

後 時 間 が 経 過 す る と 共 に 低 く な る が ， 経 産 の 母

親 の 不 安 は 産 後 3 ～ 4 週 目 以 降 に 高 く な り 始

め ， 1 か 月 健 診 後 も 不 安 が 継 続 し て い る こ と が

明 ら か と な っ た 。 す な わ ち 経 産 の 母 親 の 不 安 は

初 産 の 母 親 よ り も 遅 い 時 期 か ら 高 く な り ， 持 続

し て い る と 考 え ら れ る 。

　 初 産 と 経 産 の 母 親 で は 不 安 を 感 じ る 時 期 が

違 っ て い る と い う 報 告 は ， 経 産 婦 で は 育 児 で 大

変 な 時 期 の 始 ま り と 終 わ り が 初 産 婦 に 比 べ る と

遅 れ て い る P t ） ， ま た ， 一 番 不 安 だ っ た 時 期 が ，

初 産 の 母 親 は 出 産 後 早 い 時 期 で あ り ， 経 産 の 母

親 は 産 後 3 か 月 頃 ま で で あ っ た と い う 報 告 と も

共 通 す る と 考 え ら れ る 2 5 ） 。

2 　 心 配 項 目 の 変 動

心 配 項 目 平 均 得 点 で は ， 経 産 の 母 親 の 方 が 初
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産 の 母 親 よ り 心 配 で あ る と し て 挙 げ た 項 目 が 多

く ， 心 配 項 目 の 内 容 が 多 岐 に わ た っ て い た 。 こ

れ は ， 経 産 の 母 親 で は 心 配 と 感 じ て い る 項 目 に

つ い て 個 人 差 が 大 き い こ と が 考 え ら れ る 。

　 一 方 ， 初 産 の 母 親 の 場 合 は ， 共 通 し た 心 配 を

持 っ て い た こ と を 示 し て い る 。 初 産 の 母 親 の 心

配 項 目 は ， A 群 と B 群 で 得 点 が 高 い 項 目 ， 　 C

群 と D 群 で 得 点 が 高 い 項 目 ， A 群 と C 群 で 高

く ， B 群 と D 群 で 低 く な る と い う 3 つ の 変 動 パ

タ ー ン が 見 ら れ た 。 こ の こ と は ， 心 配 項 目 は 出

産 後 の 短 い 期 間 の 中 で も 変 動 す る こ と を 示 す も

の と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 変 動 が あ る こ と は

過 去 に ほ と ん ど 報 告 が 見 ら れ な い が ， 唯 一 初 産

の み を 対 象 に ， 出 産 後 か ら 7 週 ま で の 間 の 3 時

点 に お け る ス ト レ ス の 要 因 を 探 っ た 研 究 で は

「 し ょ っ ち ゅ う 泣 い て 機 嫌 が 悪 い 」 ， 「 夜 間 よ く

泣 く 」 と い う ス ト レ ス 要 因 が 産 後 2 ～ 3 週 で 一

旦 減 少 し ， 産 後 5 ～ 7 週 で 再 び 増 加 す る と い う

報 告 が あ る 2 5 ） 。 本 調 査 の 「 授 乳 間 隔 」 ， 「 飲 み 方

の ム ラ 」 ， 「 し ゃ っ く り 」 ， 「 泣 い て い る 理 由 」 で

も 同 様 の 変 動 が 見 ら れ た 。

　 一 方 ， 経 産 の 母 親 の 場 合 ， A 群 と C 群 で 得 点

が 高 く な る 項 目 ， B 群 で 得 点 が 高 く な る 項 1 目 ，

B 群 と C 群 で 得 点 が 高 く な る 項 目 ， C 群 で 得 点

が 高 く な る 項 目 の 4 つ の 変 動 パ タ ー ン が 見 ら

れ ， C 群 で 得 点 が 高 く な っ て い た 項 目 が 最 も 多

か っ た 。 経 産 で は ， 産 後 す ぐ で は な く て 1 か 月

ほ ど 経 っ て か ら 得 点 が 高 く な る 特 徴 が あ り ， こ

う し た 定 量 的 な 結 果 は こ れ ま で 報 告 さ れ て お ら

ず 本 研 究 に よ っ て 初 め て 明 ら か に さ れ た 。

3 ， 母 親 の 不 安 と 心 配 項 目 と の 関 連

　 初 産 の 母 親 の 場 合 は ， 不 安 と 関 連 し て い る 心

配 事 が 多 く な る の は A 群 と C 群 で あ っ た 。 D 群

で は ， A ～ C 群 と 異 な り ， 状 態 不 安 と 相 関 が 見

ら れ た 心 配 項 目 の 数 は 少 な く な っ て い た が ， 反

対 に 相 関 係 数 の 値 が 高 く な る 傾 向 が 認 め ら れ

た 。 こ れ は ， A ～ C 群 の 初 産 の 母 親 の 不 安 は ，

育 児 全 般 に 対 す る 漠 然 と し た 予 期 不 安 で あ る こ

と l q 脳 ） ， 　 D 群 の 母 親 の 不 安 は 育 児 経 験 を 実 際

に 積 む こ と で ， 心 配 が 「 あ る 」 項 目 と 「 な い 」

項 目 が 明 確 に な り ， 漠 然 と し た 不 安 か ら 具 体 的

な 項 目 に 対 す る 心 配 へ と 変 化 し た こ と の 裏 づ け

と な る と 考 え ら れ る 。 実 際 C 群 や D 群 へ の 家
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庭訪問時における母親の質問内容も,よ り具体

的であった。

経産の母親では,状態不安との相関関係が有
意に認められた′い配項目は,初産の母親と比較
して少なかった。しかし,相関係数はすべての
項目で「比較的強い」～「強い」数値が認めら

れた。このことから 1人の経産の母親が′由、配に

思う項目の数は少ないが,心配事がある場合は,

その心配事が母親の不安と強く関連している可

能性が推察される。

経産の母親の状態不安や心配項目得点がA群
で低かったことと, この 2つ に相関が見られた

項目数がA群で最も少なかったことは,上の子
の育児経験が退院後の早い時期には不安を軽減

させる効果があるためと考えられる
2め
。しかし,

B群 とC群は,子 どもの成長 。発達に伴い,そ
の子どもの生理的特徴や気質的個性が明らかに

なりつつあり,子 どもの反応や生活リズムが変
化する時期である。例えば, うなりが多い子・

うならない子,排気をすぐ出せる子 。出しにく
い子,湿疹の多い子 。少ない子,睡眠時間と覚
醒 している時間の変化,自 己の欲求を伝えるた

めの泣きの出現などが,B群,C群になると明
確になる

2■

"。

経産の母親がこれらの子どもの反応に直面し

た時に,こ れが上の子の時に経験 しなかったこ

とであった場合の反応や症状が,正常か異常か
が判断できず不安が高くなっていたと考えられ

る。実際に研究訪間時にも経産の母親の多 くか

ら「上の子の時とは違う」,「初めてみる症状 (湿

疹,鼻水など)や反応 (う なり,伸びなど)が
あり′亡、酉己」,「 1人 目のときは母乳がたくさん出

たが,今回はおっぱいがあまり張らない」とい
う,上の子どもの時と比較した言葉が多く聴か
れたことからも推察できる。

4.家庭訪間の適切な実施時期の検討
これまでの結果をまとめるとA～ D群の 4時

点における母親の状態不安の変動と′亡、配項目得

点から,初産と経産の母親の訪問時期について
は,別 々に検討する必要があると考えられる。
すなわち,初産の母親では,新生児早期 (A群 )
に状態不安と心配項目得点が高く,心配項目数
が多かったこと,乳児期早期 (C群)では,新
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生児後期のB群で低 くなっていた心配項目得点
が,再度高 くなった項 目と新たに得点が高 く
なってきた項目が見られ,心配項目の数も多い
ことなどから,新生児早期のA群と乳児期早期
のC群の 2つの時期が適当であると考える。
また,新生児期 (A,B群 )で は,「何が′い
配かわからないがとても不安である」という育

児全般に対する漠然とした予期不安を感じてい

たЮ.20,20。 したがって,こ の時期の家庭訪間で
は母親の不安を緩和するように努めることが重

要である。実際,母親自身何が不安なのか,t、
配なことは何なのかが整理できていないことも

多く,訪問者の倶1か らこの時期に起こりうる母
子の問題や生活上の注意など積極的にアドバイ

スしていくことや,母親に安心感を与えること
が必要な時期であると考えられる。

乳児早期のC群における不安も,状態不安と
心配項目の相関の結果から予期不安の特徴を示

していると考えられる。この時期は子どもの成

長に伴い「子どもが寝ない」,「 よく泣 く」とい

うようなさまざまな変化が起こる時期であり,

この子どもの変化に対 して正常なのか異常・病

気なのかという具体的な心配事や不安を抱える

時期である。また母親にとっては,蓄積疲労が
自覚される時期であり,家庭訪問へのニーズが
高くなる時期であると考えられる。

経産の母親では,状態不安が高かったのはB
群とC群であったが,多 くの心配項目平均得点
が高かったのはC群であった。したがって経産
の母親への家庭訪間は,心配事の内容が明確化
した C群 の 1か 月健診後が最適と考えられる
が, B群から状態不安が高くなっていることも

考慮すると,1か月健診前後から乳児早期 (C
群)が,経産の母親への訪問指導実施時期とし
て適切である。

しかし,経産の母親が母乳栄養について心配
や不安を感じている場合には,退院後できるだ
け早いA群の時期に家庭訪間を行うことが,特
に必要であると考えられる。というのは,経産
の母親では A群で見られた「ミルク量」と「乳
房 トラブル」の 2項 目の状態不安との強い相関

が,B群,C群では全 く見られていないことや ,

上の子どもの世話があり,混合栄養は大変であ
るという理由で母乳栄養を断念 している母親が
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庭 訪 問 時 に お け る 母 親 の 質 問 内 容 も ， よ り 具 体

的 で あ っ た 。

　 経 産 の 母 親 で は ， 状 態 不 安 と の 相 関 関 係 が 有

意 に 認 め ら れ た 心 配 項 目 は ， 初 産 の 母 親 と 比 較

し て 少 な か っ た 。 し か し ， 相 関 係 数 は す べ て の

項 目 で 「 比 較 的 強 い 」 ～ 「 強 い 」 数 値 が 認 め ら

れ た 。 こ の こ と か ら 1 人 の 経 産 の 母 親 が 心 配 に

思 う 項 目 の 数 は 少 な い が ， 心 配 事 が あ る 場 合 は ，

そ の 心 配 事 が 母 親 の 不 安 と 強 く 関 連 し て い る 可

能 性 が 推 察 さ れ る 。

　 経 産 の 母 親 の 状 態 不 安 や 心 配 項 目 得 点 が A 群

で 低 か っ た こ と と ， こ の 2 つ に 相 関 が 見 ら れ た

項 目 数 が A 群 で 最 も 少 な か っ た こ と は ， 上 の 子

の 育 児 経 験 が 退 院 後 の 早 い 時 期 に は 不 安 を 軽 減

さ せ る 効 果 が あ る た め と 考 え ら れ る 2 3 ） 。 し か し ，

B 群 と C 群 は ， 子 ど も の 成 長 ・ 発 達 に 伴 い ， そ

の 子 ど も の 生 理 的 特 徴 や 気 質 的 個 性 が 明 ら か に

な り つ つ あ り ， 子 ど も の 反 応 や 生 活 リ ズ ム が 変

化 す る 時 期 で あ る 。 例 え ば ， う な り が 多 い 子 ・

う な ら な い 子 ， 排 気 を す ぐ 出 せ る 子 ・ 出 し に く

い 子 ， 湿 疹 の 多 い 子 ・ 少 な い 子 ， 睡 眠 時 間 と 覚

醒 し て い る 時 間 の 変 化 ， 自 己 の 欲 求 を 伝 え る た

め の 泣 き の 出 現 な ど が ， B 群 t C 群 に な る と 明

確 に な る 以 劉 。

　 経 産 の 母 親 が こ れ ら の 子 ど も の 反 応 に 直 面 し

た 時 に ， こ れ が 上 の 子 の 時 に 経 験 し な か っ た こ

と で あ っ た 場 合 の 反 応 や 症 状 が ， 正 常 か 異 常 か

が 判 断 で き ず 不 安 が 高 く な っ て い た と 考 え ら れ

る 。 実 際 に 研 究 訪 問 時 に も 経 産 の 母 親 の 多 く か

ら 「 上 の 子 の 時 と は 違 う 」 ， 「 初 め て み る 症 状 （ 湿

疹 ， 鼻 水 な ど ） や 反 応 （ う な り ， 伸 び な ど ） が

あ り 心 配 」 ， 「 1 入 目 の と き は 母 乳 が た く さ ん 出

た が ， 今 回 は お っ ぱ い が あ ま り 張 ら な い 」 と い

う ， 上 の 子 ど も の 時 と 比 較 し た 言 葉 が 多 く 聴 か

れ た こ と か ら も 推 察 で き る 。

4 ， 家 庭 訪 問 の 適 切 な 実 施 時 期 の 検 討

　 こ れ ま で の 結 果 を ま と め る と A ～ D 群 の 4 時

点 に お け る 母 親 の 状 態 不 安 の 変 動 と 心 配 項 目 得

点 か ら ， 初 産 と 経 産 の 母 親 の 訪 問 時 期 に つ い て

は ， 別 々 に 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。

す な わ ち ， 初 産 の 母 親 で は ， 新 生 児 早 期 （ A 群 ）

に 状 態 不 安 と 心 配 項 目 得 点 が 高 く ， 心 配 項 目 数

が 多 か っ た こ と ， 乳 児 期 早 期 （ C 群 ） で は ， 新

小 児 保 健 研 究

生 児 後 期 の B 群 で 低 く な っ て い た 心 配 項 目 得 点

が ， 再 度 高 く な っ た 項 ． 目 と 新 た に 得 点 が 高 く

な っ て き た 項 目 が 見 ら れ ， 心 配 項 目 の 数 も 多 い

こ と な ど か ら ， 新 生 児 早 期 の A 群 と 乳 児 期 早 期

の C 群 の 2 つ の 時 期 が 適 当 で あ る と 考 え る 。

　 ま た ， 新 生 児 期 （ A ， B 群 ） で は ， 「 何 が 心

配 か わ か ら な い が と て も 不 安 で あ る 」 と い う 育

児 全 般 に 対 す る 漠 然 と し た 予 期 不 安 を 感 じ て い

た 1 0 ・ 　 2 0 ・ 　 z 6 ） ： 。 し た が っ て ， こ の 時 期 の 家 庭 訪 問 で

は 母 親 の 不 安 を 緩 和 す る よ う に 努 め る こ と が 重

要 で あ る 。 実 際 母 親 自 身 何 が 不 安 な の か s 心

配 な こ と は 何 な の か が 整 理 で き て い な い こ と も

多 く ， 訪 問 者 の 側 か ら こ の 時 期 に 起 こ り う る 母

子 の 問 題 や 生 活 上 の 注 意 な ど 積 極 的 に ア ド バ イ

ス し て い く こ と や ， 母 親 に 安 心 感 を 与 え る こ と

が 必 要 な 時 期 で あ る と 考 え ら れ る 。

　 乳 児 早 期 の C 群 に お け る 不 安 も ， 状 態 不 安 と

心 配 項 目 の 相 関 の 結 果 か ら 予 期 不 安 の 特 徴 を 示

し て い る と 考 え ら れ る 。 こ の 時 期 は 子 ど も の 成

長 に 伴 い 「 子 ど も が 寝 な い ⊥ 「 よ く 泣 く 」 と い

う よ う な さ ま ざ ま な 変 化 が 起 こ る 時 期 で あ り ，

こ の 子 ど も の 変 化 に 対 し て 正 常 な の か 異 常 ・ 病

気 な の か と い う 具 体 的 な 心 1 配 事 や 不 安 を 抱 え る

時 期 で あ る 。 ま た 母 親 に と っ て は ， 蓄 積 疲 労 が

自 覚 さ れ る 時 期 で あ り ， 家 庭 訪 問 へ の ニ ー ズ が

高 く な る 時 期 で あ る と 考 え ら れ る 。

　 経 産 の 母 親 で は ， 状 態 不 安 が 高 か っ た の は B

群 と C 群 で あ っ た が ， 多 く の 心 配 項 目 平 均 得 点

が 高 か っ た の は C 群 で あ っ た 。 し た が っ て 経 産

の 母 親 へ の 家 庭 訪 問 は ， 心 配 事 の 内 容 が 明 確 化

し た C 群 の 1 か 月 健 診 後 が 最 適 と 考 え ら れ る

が ， B 群 が ら 状 態 不 安 が 高 く な っ て い る こ と も

考 慮 す る と ， 1 か 月 健 診 前 後 か ら 乳 児 早 期 （ C

群 ） が ， 経 産 の 母 親 へ の 訪 問 指 導 実 施 時 期 と し

て 適 切 で あ る 。

　 し か し ， 経 産 の 母 親 が 母 乳 栄 養 に つ い て 心 配

や 不 安 を 感 じ て い る 場 合 に は ， 退 院 後 で き る だ

け 早 い A 群 の 時 期 に 家 庭 訪 問 を 行 う こ と が ， 特

に 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 と い う の は ， 経 産

の 母 親 で は A 群 で 見 ら れ た 「 ミ ル ク 量 」 と 「 乳

房 ト ラ ブ ル 」 の 2 項 目 の 状 態 不 安 と の 強 い 相 関

が ， B 群 ， 　 C 群 で は 全 く 見 ら れ て い な い こ と や ，

上 の 子 ど も の 世 話 が あ り ， 混 合 栄 養 は 大 変 で あ

る と い う 理 由 で 母 乳 栄 養 を 断 念 し て い る 母 親 が
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訪問時に多かったことから,母乳育児継続のた

めには特に早い時期における家庭訪間が重要で

あると考えられる。

経産の母親は育児の経験者であるからとの理

由で,家庭訪間の対象からはず している市町村

も多 く,そ の実施率は低いの。 しか し,今回の

結果から,経産の母親に対 しても家庭訪間が必

要であることが明確に示 された。また,経産の

母親の心配事の内容は個人差が大 きいことか

ら,特に経産の母親には個人指導 としての家庭

訪間がより適 した指導形態ではないかと考えら

れる。

V.結   論

初産と経産の母親の不安 と心配事の高い時期

は異なることから,家庭訪間の時期 を別々に考

えてい く必要性がある。初産の母親は,新生児

早期 と 1か 月健診後の乳児期早期が適切な家庭

訪間の時期であ り,経産の母親は,1か 月健診
前後か ら 7週頃が適切 な家庭訪間の時期であ

る。ただ し,母乳や乳房 トラブルに関して′亡ヽ配

や不安を感 じている経産の場合,母乳栄養継続
のためには,退院後できるだけ早い時期の家庭

訪間が特に必要である。
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訪問時に多かったことから，母乳育児継続のた

めには特に早い時期における家庭訪問が重要で

あると考えられる。

　経産の母親は育児の経験者であるからとの理

由で，家庭訪問の対象からはずしている市町村

も多く，その実施率は低い3）。しかし，今回の

結果から，経産の母親に対しても家庭訪問が必

要であることが明確に示された。また，経産の

母親の心配事の内容は個人差が大きいことか

ら，特に経産の母親には個人指導としての家庭

訪問がより適した指導形態ではないかと考えら

れる。

V．結　　　論

　初産と経産の母親の不安と心配事の高い時期

は異なることから，家庭訪問の時期を別々に考

えていく必要性がある。初産の母親は，新生児

早期と1か月健診後の乳児期早期が適切な家庭

訪問の時期であり，経産の母親は，1か月健診

前後から7週頃が適切な家庭訪問の時期であ

る。ただし，母乳や乳房トラブルに関して心配

や不安を感じている経産の場合，母乳栄養継続

のためには，退院後できるだけ早い時期の家庭

訪問が特に必要である。
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　なお，本論文の一部は，第21回日本助産学会で発

表した。
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〔Summary〕

In order to make home visitatibn effective,we

evaluated the apprOpriate tirning of hOme visit for

infants, focusing On mother's anxiety. We investi―

gated the level of lnother's anxiety regarding infants

care and the factors that contribute to motheris

anxiety at 4 tilne pOints during the periods between

delivery and 12 weeks after delivery. The tirne

point that maxirnizes mOther's anxiety in prirnipara

dirers frorn that in multipara, suggesting that the

appropriate tirning of home visit difers between the

two groups.(Dn the basis of these results, we pro―

posed that prirnipara should be visited at 3 weeks

and at 5-7weeks, while the multipara should be at

4-7weeks. However, in case of the multipara who

has a problem on breast― feeding, home visit at

2-3weeks seemed to be very important for keeping

breast― feeding.

[Key words]

mother's anxiety, home visitation, time of home

visit, breast-feeding
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（Summary）

　in　order　to　make　home　visitatibn　effective，　we

evaluated　the　appropriate　timing　of　home　visit　for

infants，　focusing　on　mother’s　anxiety．　We　investi－

gated　the　level　of　rnother’s　anxiety　regarding　infants

care　and　t・he　f’actors　that　contribute　to　mother’s

anxiety　at　4　time　points　during　the　periods　between

delivery　and　12　weeks　after　delivery．　The　time

poilt　that　maximizes　mother「s　anxiety　in　P血ipara

differs　from　that　in　multipara，　suggesting　that　the

appropriate　timing　of　home　visit　differs　between　the

two　groups，　On　the　basis　of　these　results，　we　pro－

posed　that　primipara　should　be　visited　at　3　weeks

and　at　5－7weeks，　while　the　multipara　should　be　at

4－7weeks．　However，　in　case　of　the　multipara　who

has　a　preblem　on　breast－feeding，　home　visit　at

2－3weeks　seemed　to　be　very　important　for　keeping

breast－feeding．

（Key　words）

mother’s　anxiety，　home　visitation，　time　of　home

visit，　breast－feeding
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